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８
月
17
日
㈯
久
万
高
原
町
役
場
美
川
支
所
前
に
て「
み
か
わ
納
涼
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
ナ
ノ
キ
ュ
ン
」
の
皆
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
池
田
た
か

し
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
独
楽
芸
シ
ョ
ー
や
美
川
中
生
徒
に
よ
る
合
唱
、
盆
踊
り
大
会
、
景

品
付
き
餅
ま
き
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

名
物
の
景
勝
御
三
戸
嶽
を
照
ら
し
な
が
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
1
2
0
0
発
の
迫
力
あ
る
花
火
も

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

冷
涼
な
夜
の
久
万
高
原
町
に
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

久
万
高
原
町
﹁
み
か
わ
納
涼
ま
つ
り
﹂
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白
石
本
県
会
長
が
会
長
代
行
副
会
長
に
就
任

会
長
に
は
藤
原
長
野
県
会
長
を
再
選

 

全
国
町
村
会
理
事
会
　

関
本
本
県
会
長
が
副
委
員
長
に
就
任

会
長
に
は
蓬
香
川
県
会
長
を
選
出

 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会
　

　

全
国
町
村
会
は
、
7
月
4
日
全
国
町
村

会
館
で
理
事
会
を
開
催
し
、
任
期
満
了
に

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
7
月
17
日

全
国
町
村
議
員
会
館
で
臨
時
総
会
を
開
催

し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
を
行
い
、

会
長
に
蓬
香
川
県
会
長
（
直
島
町
議
長
）

を
選
出
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
同
会
館
で
開
い
た
「
町

村
議
会
の
制
度
・
運
営
に
関
す
る
検
討
委

員
会
」
で
正
副
委
員
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、

関
本
本
県
会
長
が
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ

た
。

伴
う
会
長
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
藤
原
長

野
県
会
長
（
川
上
村
長
）
が
再
選
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
7
月
25
日
に
同
会
館
で
開
い
た

理
事
会
に
お
い
て
、
副
会
長
及
び
監
事
の

選
任
が
行
わ
れ
、
白
石
本
県
会
長
が
会
長

代
行
副
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
任
期
は
7

月
31
日
か
ら
2
年
間
。

　

新
役
員
名
簿
は
次
の
と
お
り
。

正　副　会　長　名　簿
	 （平成25年₇月31日　全国町村会）　
会　長　　　　　　長野県町村会長　　　藤　原　忠　彦
副会長（会長代行）　栃木県町村会長　　　古　口　達　也
副会長（会長代行）　三重県町村会長　　　谷　口　友　見
副会長（会長代行）　愛媛県町村会長　　　白　石　勝　也
副会長　　　　　　北海道町村会長　　　寺　島　光一郎
副会長　　　　　　山形県町村会長　　　遠　藤　直　幸
副会長　　　　　　福島県町村会長　　　大　塚　節　雄
副会長　　　　　　千葉県町村会長　　　岩　田　利　雄
副会長　　　　　　石川県町長会長　　　杉　本　栄　蔵
副会長　　　　　　和歌山県町村会長　　小　出　隆　道
副会長　　　　　　岡山県町村会長　　　河　島　建　一
副会長　　　　　　長崎県町村会長　　　一　瀬　政　太
副会長　　　　　　熊本県町村会長　　　荒　木　泰　臣
監　事　　　　　　宮城県町村会長　　　鈴　木　勝　雄
監　事　　　　　　京都府町村会長　　　汐　見　明　男
監　事　　　　　　鹿児島県町村会長　　平　安　正　盛

就任あいさつを述べる
白石本県会長

愛南町ご当地キャラ決まる！
名前は「なーしくん」！
　愛南町に縁のある「ニホンカワウ
ソ」をモチーフとしたキャラクターで、
名前は愛南町の方言を使った「なー
しくん」です。愛南ゴールドの帽子と
ヒオウギ貝の前掛けがトレードマーク
の男の子です。これから、愛南町PR
を頑張りますので、よろしくおねが
いします。
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法
制
執
務
研
修
会
を
開
催

　
　
各
町
か
ら
10
人
が
参
加

　

愛
媛
県
町
村
会
は
本
年
度
の
町
（
市
）

職
員
研
修
計
画
に
基
づ
い
て
「
平
成
25
年

度
町
（
市
）
職
員
法
制
執
務
研
修
会
」
を

7
月
29
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
県
自
治
会

館
で
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
市
町
の
法
制
執
務
担

当
職
員
と
し
て
必
要
な
条
例
、
規
則
の
立

案
や
解
釈
等
の
知
識
を
修
得
し
、
市
町
の

法
制
の
整
備
充
実
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
に
開
い
た
も
の
。

　

講
師
は
、
県
市
町
振
興
課
行
政
係
の
増

本
係
長
と
片
平
主
事
で
法
制
執
務
担
当
職

員
ら
10
人
が
出
席
し
、
終
始
、
熱
心
に
研

修
が
行
わ
れ
た
。

外
国
語
研
修
会
を
開
催

　
　（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　
（
公
財
）
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
（
理
事

長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
7
月
22

日
・
23
日
の
両
日
、
え
ひ
め
共
済
会
館
で

「
平
成
25
年
度
市
町
職
員
外
国
語
研
修
会
」

を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
ん
に
ち
の
国
際
化
の
流
れ

に
対
応
し
、
市
町
職
員
が
基
礎
的
で
、
実

践
的
な
外
国
語
を
習
得
し
、
日
常
業
務
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
、

各
市
町
か
ら
28
名
の
職
員
が
出
席
し
た
。

　

研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
。

平成25年度町（市）職員法制執務研修会
はじめに　第１　法制執務とは
第１章　法令の種類と体系
　第１　総　論
　　　１　法と法令　２　成文法　３　法規と法規でないもの　４　不文法
　　　５　法令の内容による分類
　第２　法秩序の構成原理
　　　１　所管事項の原理　２　形式的効力の原理　３　後法優先の原理　４　特別法優先の原理
　第３　法令の効力
　　　１　時に関する法令の効力　２　場所に関する法令の効力　３　人に対する法令の効力
　第４　条例及び規則　　１　自治立法　２　条例　３　規則
　第２章　行政活動における法的仕組み
　第１　行政活動の類型
　　　１　規制行政　２　給付行政　３　行政資源取得行政　４　誘導行政
　　　５　行政活動と法的仕組み
　第２　規制行政における主要な法的仕組み
　　　１　許可制　２　認可制　３　許認可等に共通する事項　４　届出制　５　下命制・禁止制
　　　６　即時強制　７　私人の防御的地位　８　規制請求権
　第３　給付行政における主要な法的仕組み
　　　１　給付行政と対価　２　給付行政と拠出　３　官民の役割分担
　　　４　給付行政における法的仕組み　５　公物使用
　第４　行政資源取得行政における主要な法的仕組み
　　　１　金銭の取得　２　土地の取得　３.　物品の取得　４　公務員の任用　５　情報
　第５　誘導行政における主要な法的仕組み
　　　１　金銭的インセンティブ　２　金銭的ディスインセンティブ
　　　３　情報によるインセンティブ　４　情報によるディスインセンティブ
　　　５　規制緩和によるインセンティブ　６　行政指導　７　市場介入
第３章　法令用語の基礎知識
　第１　序論　第２　基本用語編　第３　法制執務編　第４　外来語使用編　第５　立案編
第４章　法制執務（立法技術）の概要
　第１　序論
　第２　法律・条例の基礎
　　　１　一般的事項　２　題名関係　３　目次・前文・章等関係　４　見出し関係
　　　５　条・項・号関係　６　表・別表・様式関係　７　本則の規定関係　８　附則関係
　第３　これからの法制執務　－立法の平易化－
　　　１　わかりやすい条文－準用条文の功罪　２　法令案の平易化方策
第５章　法令の調べ方・学び方
　第１　法令の解釈
　　　１　法令の調べ方　２　法令の読み方　３　法令の適用の仕組み
　　　４　法令（実態法）の解釈　５　論理解釈の心得　６　誰が法令解釈を行うのか
　　　７　分権時代における法令解釈（政策法務入門）　８　判例・裁判例の研究
　第２　だれもがかかわる法令のポイント
　　　１　補助金交付要綱の基本形式　２　契約書・協定書・覚書等
　第３　自分で学ぶ法令の世界～独習書の紹介～

【カリキュラム等】
初 級 A 講　師 初 級 B 講　師 中　級 講　師

Day	1
7/22 Mon
10-12 時

自己紹介
挨拶/国籍
質問の仕方
職業

Maurice
Chise

自己紹介
挨拶/国籍
質問の仕方
職業

Zack
Yukiko

自己紹介
挨拶/国籍
質問の仕方
職業

Jason

13-15 時 書類の記入
健康

Zack
Yukiko

日本の生活
町案内

Maurice
Chise

書類の記入
英語の敬語
健康

Jason

15-16 時 電話の会話 Maurice
Chise 道案内 Zack

Yukiko 道案内 Jason

Day	2
7/23 Tues
10-12 時

日本の生活
町案内

Maurice
Chise

書類の記入
健康

Zack
Yukiko

日本の生活
町案内 Jason

13-14 時 道案内 Zack
Yukiko 電話の会話 Maurice

Chise
電話の会話
丁寧な表現で
用件を聞く

Jason

14-16 時 マラウイの
文化

Maurice
Chise

アメリカの
文化

Zack
Yukiko

アメリカの
文化 Jason
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は
じ
め
に

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
の
減
少
等
に
伴
い
、
小
学

校
・
中
学
校
の
廃
校
舎
や
、
長
期
間
居
住
者
の
い
な
い
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
家
屋
（
空
き
家
）
な
ど
、
地
域
に
は
、

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
こ
の
よ
う
な
遊
休
施
設
を
有
効
活
用
し
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
る
例
が
数
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
動
き
を
支
援
す
る
事
業

も
国
や
地
方
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
県
内
に
お
け
る
遊
休
施
設
の
活
用
事

例
や
そ
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
廃
校
舎
の
活
用
事
例
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
、
廃
校
舎
の
活
用
事
例
と
し
て
、
本
年
４
月

に
今
治
市
大
三
島
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ク
ル
ツ
ラ
ン
ト
ゥ

レ
ー
ベ
ン
大
三
島
」
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
滞
在
型
農
園
施
設
「
ラ
ン
ト
ゥ
レ
ー
ベ

ン
大
三
島
」
が
大
変
好
評
で
あ
り
、
入
居
待
ち
の
状
態
が

続
い
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
こ
の
施
設
に
隣
接
す
る
旧
保

育
所
（
岡
山
保
育
所
）
を
活
用
し
、
地
域
の
農
業
・
漁
業

体
験
が
可
能
な
短
期
滞
在
（
一
週
間
程
度
）
施
設
と
し
て
、

市
が
改
修
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
、『
ク
ル
ツ
』

愛
媛
県
企
画
振
興
部

地
域
政
策
課　

 　
主　

任 　

近
　
江
　
文
　
俊

と
は
短
い
と
い
う
意
味
。つ
ま
り
、「
ラ
ン
ト
ゥ
レ
ー
ベ
ン

大
三
島
」
の
お
試
し
版
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
利

用
者
数
は
、
延
べ
93
人
（
平

成
25
年
5
月
24
日
現
在
）
に

上
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
1

組
は
大
三
島
へ
の
移
住
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
な

ど
、
交
流
・
定
住
の
促
進
に

向
け
、
着
実
な
成
果
へ
と
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
廃
校
舎
の
活
用
事

例
と
し
て
、
愛
南
町
に
本
年

4
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
愛
南

町
地
域
産
業
研
究
・
普
及
セ

ン
タ
ー
」（
う
み
ら
い
く
愛

南
）
が
あ
り
ま
す
。

　

愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
等
の
協
力
の
も
と
、

ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
の
普
及
や

水
産
研
究
、
農
漁
村
の
人
材
育
成
等
を
目
的
に
町
が
整
備

し
た
こ
の
施
設
も
、
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
（
旧
西
浦
小

学
校
）
を
利
活
用
し
た
も
の
で
す
。

　

開
所
記
念
式
に
は
、
地
元
愛
南
町
の
ほ
か
、
県
や
愛
媛

大
学
の
関
係
者
も
出
席
し
、
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。

「
遊
休
施
設
の
活
用
支
援
制
度
及
び

�

活
用
事
例
」
に
つ
い
て

「うみらいく愛南」開所式の様子

クルツラントゥレーベン大三島

〔
愛
称
の
「
う
み
ら
い
く
愛
南
」
と
は
、
海
（
う
み
）

＋
未
来
（
み
ら
い
）
＋
好
き
（
L
I
K
E
）
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
。
施
設
を
利
用
す
る
人
や
地
域
の
人

が
海
（
水
産
業
）
の
未
来
を
考
え
研
究
し
、
も
っ
と

興
味
を
も
っ
て
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
名
づ
け
ら
れ
た
。〕
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空
き
家
の
活
用
事
例
に
つ
い
て

　

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
景
観
上
支
障
と
な
る
ほ
か
、
防

犯
上
の
問
題
や
衛
生
上
の
問
題
な
ど
、
近
年
、
様
々
な
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
体
・
除
却
を
支
援
す
る

制
度
も
国
や
一
部
の
自
治
体
で
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
の
一
方
、
こ
の
よ
う
な
空
き
家
を
利
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
事
例
も

見
ら
れ
ま
す
。

　

内
子
町
で
は
、

急
激
な
人
口
減
少

の
緩
和
策
と
し
て
、

人
や
企
業
を
町
に

誘
致
す
る
「
う
ち

こ
ん
か
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
し
て
お
り
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
、

昨
年
度
、
移
住
者

の
受
け
皿
づ
く
り

に
向
け
た
空
き
家

の
改
修
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ

り
、
町
で
は
合
計

3
戸
の
空
き
家
を

改
修
。
う
ち
1
戸

は
す
で
に
移
住
希

望
者
へ
の
貸
し
出

し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
総
務
省
が
所
管
す
る

　
　
遊
休
施
設
利
活
用
支
援
制
度
に
つ
い
て

　

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
遊
休
施
設
の
利
活
用
に
向
け
、

国
に
お
い
て
も
各
種
支
援
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
総
務
省
が
所
管
す
る
支
援
制
度
に
つ
い
て
御

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

過
疎
地
域
等
に
数
多
く
存
在
す
る
廃
校
舎
や
、
老
朽
化

し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
等
の
遊
休
施
設
を
有
効
活

用
し
、
生
産
加
工
施
設
、
資
料
展
示
施
設
、
教
育
文
化
施

設
等
を
整
備
す
る
の
に
要
す
る
経
費
の
補
助
を
行
う
も
の

で
す
。

　

上
記
「
ク
ル
ツ
ラ
ン
ト
ゥ
レ
ー
ベ
ン
大
三
島
」
は
本
事

業
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
空
き
家
の
改

修
に
必
要
な
経
費
に
対
し
て
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

　

上
記
内
子
町
の
空
き
家
改
修
は
、
本
事
業
に
よ
る
支
援

を
受
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
展
望

　

県
内
に
お
け
る
遊
休
施
設
の
活
用
事
例
と
し
て
は
、
今

回
御
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
、
八
幡
浜
市
の
旧
大
島
小

中
学
校
を
ア
ワ
ビ
や
ナ
マ
コ
な
ど
の
増
養
殖
研
究
施
設
と

し
て
改
修
し
た
事
例
や
、
内
子
町
の
旧
長
田
小
学
校
を
宿

泊
施
設
に
改
修
し
た
事
例
な
ど
、
様
々
な
事
例
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
施
設
の
利
活
用
を
支
援
す
る
制
度
に
も
、
今
回

御
紹
介
し
た
総
務
省
所
管
の
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省

が
所
管
し
て
い
る
既
存
公
共
施
設
の
再
編
支
援
制
度
（
集

落
活
性
化
推
進
事
業
）
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
更
な
る
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
等
に
伴
い
、

利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
公
共
施
設
や
空
き
家
が
今
後
ま
す

ま
す
増
加
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
活
用

事
例
や
支
援
制
度
を
参
考

に
す
る
と
と
も
に
、
市
町

に
あ
っ
て
は
過
疎
対
策
事

業
債
な
ど
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て

地
域
の
未
来
を
描
き
、
魅

力
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

〇過疎地域遊休施設再整備事業

〇過疎地域集落再編整備事業
　（定住促進空き家活用事業）

地域資源（自然・文化）を活用した地域の活性化

地域振興施設

地域間交流施設

都市との交流

空き家活用事業

景観上・防災防犯上
も問題

UIターンの受け皿として有効活用

放置された空き家

改修が行われた空き家（改修後）

（事業イメージ）

（事業イメージ）

改修が行われた空き家（改修前）



　平成25年 7 月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 52 号　（6）　

　

国
道
33
号
線
が
縦
貫
し
、
松
山
市
と
隣

接
、
南
予
方
面
、
東
予
方
面
へ
の
交
通
の

便
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
砥
部
町
。
松
山
市

内
に
比
べ
る
と
地
価
も
低
く
て
住
み
や
す

く
、
気
温
も
1
～
2
度
冷
涼
で
今
の
時
期

は
避
暑
に
も
お
勧
め
で
す
。
変
化
に
富
ん

だ
緑
豊
か
な
自
然
に
よ
り
、
松
山
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
宅
地
開
発
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。
動
く
ぬ
い
ぐ
る
み
の
よ
う

な
真
っ
白
で
愛
ら
し
い
姿
か
ら
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
、
今
な
お
人
気
者
の
し
ろ
く
ま

ピ
ー
ス
が
い
る
と
べ
動
物
園
や
、
子
ど
も

の
学
習
能
力
を
育
て
る
遊
興
施
設
え
ひ
め

こ
ど
も
の
城
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
や
大
型

音
楽
ラ
イ
ブ
で
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
集
う

県
立
総
合
運
動
公
園
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
に
も
富
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
砥
部
町
に
は
『
清
流
と
ほ
た
る

砥
部
焼
と
み
か
ん
の
町
』
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
砥
部
焼
と
み

か
ん
の
町
は
も
は
や
言
う
に
及
ば
ず
。
注

目
し
て
ほ
し
い
の
は
、
清
流
と
ほ
た
る
、

こ
の
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　

一
級
河
川
重
信
川
に
そ
そ
ぐ
支
流
の
ひ

と
つ
、
砥
部
川
は
、
清
流
の
文
字
通
り
山

か
ら
の
澄
ん
だ
水
を
た
た
え
た
豊
か
で
美

し
い
河
川
で
す
。
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の

ほ
た
る
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
5
月
頃
か

ら
淡
い
新
緑
色
の
光
を
明
滅
さ
せ
な
が
ら
、

音
も
な
く
静
か
に
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
川
の

近
く
を
飛
び
交
い
、近
隣
住
民
の
方
は
も
と

よ
り
、松
山
市
や
近
郊
市
町
か
ら
も
見
物
客

が
訪
れ
、美
し
く
幻
想
的
な
光
景
に
う
っ
と

り
と
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。砥
部
町
内
で

は
、Ｊ
Ａ
外
山
経
済
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
行
わ

れ
る
外
山
ほ
た
る
祭
り
、
山
村
留
学
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
高
市
地

区
の
高
市
ほ
た
る
祭

り
な
ど
、
町
内
の
各

地
区
で
、
個
性
的
な

ほ
た
る
鑑
賞
会
が
盛

大
に
開
か
れ
て
い
ま

す
。

　

私
の
地
元
地
区
の

た
め
多
少
贔
屓
目
と

な
り
ま
し
て
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

ご
紹
介
し
た
い
の
が

外
山
ほ
た
る
祭
り
で

す
。
そ
の
様
子
は
2
0
0
9
年
6
月
の
町

会
報
え
ひ
め
の
表
紙
を
飾
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
焼
き
そ
ば
、
か

き
氷
と
い
っ
た
定
番
グ
ル
メ
か
ら
、
無
料

の
甘
酒
、
み
か
ん
ド
ー
ナ
ツ
、
猪
肉
う
ど

ん
、
七
折
梅
加
工
品
の
販
売
な
ど
地
域
の

特
産
品
屋
台
が
立
ち
並
び
、
水
軍
太
鼓
や

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
が
人
々
の
耳
を
楽

し
ま
せ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
つ
い
熱

狂
し
て
し
ま
う
餅
ま
き
も
行
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
あ
と
人
々
の
足
は
ほ
た
る
鑑

賞
の
散
策
路
へ
向
か
い
、
祭
り
の
余
韻
に

浸
り
な
が
ら
、
無
数
の
ほ
た
る
が
乱
舞
す

る
別
世
界
の
よ
う
な
自
然
の
美
景
を
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
み
ま
す
。『
清
流
と
ほ
た
る
』

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ふ
さ
わ
し

い
美
観
を
堪
能
で
き
ま
す
の
で
、
ほ
た
る

が
舞
い
踊
る
季
節
に
は
ぜ
ひ
砥
部
町
各
地

区
の
ほ
た
る
祭
り
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

随想随想随想

﹁
清
流
と
ほ
た
る
﹂

 

砥
部
町
議
会
議
長　

山
　
口
　
元
　
之
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平
成
₂₅
年
度
第
1
回
町
議
会
議
員
研
修
会
が
、7
月
3
日
㈬
午
後
1
時
₃₀
分
か

ら
﹃
愛
媛
県
武
道
館
大
会
議
室
﹄
で
、町
議
会
議
員
ら
約
1
4
0
人
余
が
出
席
の

下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

第
1
回
議
員
研
修
会
を
開
催

県
町
村
議
会
議
長
会
　

　

研
修
会
は
、
ま
ず
土
居
副
会
長
（
上
島

町
議
長
）
が
開
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
の

ち
、
関
本
会
長
（
松
野
町
議
長
）
が
挨
拶

を
述
べ
た
。

　

次
い
で
研
修
に
入
り
、
次
の
2
氏
か
ら

の
講
演
を
聴
講
し
た
後
に
、
午
後
4
時
30

分
に
瀧
野
監
事
（
久
万
高
原
町
議
長
）
の

閉
会
あ
い
さ
つ
で
終
了
し
た
。

︿
講　

演
﹀

○
演
題　
「
第
二
次
安
倍
政
権
の

　
　
　
　

�

行
方
と
日
本
の
将
来
」

　

講
師　

産
経
新
聞
社
西
部
本
部

　
　
　
　

副
本
部
長

　
�

　

石
橋　

文
登　

先
生

○
演
題　
「
上
手
な

�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
」

　

講
師　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
　

�

村
松
真
貴
子　

先
生

第78回町村議会広報研修会日程
■₇月29日㈪
　◦開講のあいさつ　　全国町村議会議長会事務総長	 　江　端　康　二　氏
　◦講　演
　　　　「わかりやすく、ふさわしい日本語」
　　　　　　　　　　人間文化研究機構	国立国語研究所	研究情報資料センター
　　　　　　　　　　　　　	 専門職　　山　田　貞　雄　氏
　　　　「広報紙面デザインの基礎知識　
　　　　　　―グリッドフォーマット活用とレイアウト―」
　　　　　　　　　　	 武蔵野美術大学教授　　長　澤　忠　徳　氏
　　　　「議会だよりの撮影方法と表現方法
　　　　　　～議会だよりの撮影方法は市民を入れて臨場感を表現する～」
　　　　　　　　　　	 日本写真家協会会員　　川　西　正　幸　氏

■₇月30日㈫
　◦議会広報クリニック
　　第１分科会　広報コンサルタント	 　深　沢　　　徹　氏
　　第２分科会　グラフィックデザイナー　	 長　岡　光　弘　氏
　　第３分科会　広報・編集コンサルタント　	 芳　野　政　明　氏
　　第４分科会　エディター、㈱メディアブレーン代表取締役	 吉　村　　　潔　氏

町
村
議
会
広
報
全
国
研
修
会

　
　
　
　
　
　
開
か
れ
る

松
前
・
砥
部
町
議
会
か
ら
1₂
人
が
参
加

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
第
78
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」
が
7

月
29
～
30
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
を
東

京
都
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
開

催
さ
れ
、
全
国
の
議
会
広
報
編
集
委
員
等

（
約
6
0
0
人
）
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
議
会
活
動
に
対
す
る

住
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
議

会
広
報
実
務
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修

及
び
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
議
会
広
報

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

2
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
会
の
1
日
目
は
、「
わ
か
り
や
す

く
、
ふ
さ
わ
し
い
日
本
語
」
に
つ
い
て
人

間
文
化
研
究
機
構
国
立
国
語
研
究
所
研
究

情
報
資
料
セ
ン
タ
ー
専
門
職
の
山
田
貞
雄

氏
に
、「
広
報
紙
面
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
知
識

︱
グ
リ
ッ
ド
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
活
用
と
レ
イ

ア
ウ
ト
︱
」
に
つ
い
て
、
武
蔵
野
美
術
大

学
教
授
の
長
澤
忠
徳
氏
に
、「
議
会
だ
よ
り

の
撮
影
方
法
と
表
現
方
法
～
議
会
だ
よ
り

の
撮
影
方
法
は
市
民
を
入
れ
て
臨
場
感
を

表
現
す
る
～
」
に
つ
い
て
、
日
本
写
真
家

協
会
会
員
の
川
西
正
幸
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
講
演
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
2
日
目
に
は
4
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
深
沢
徹
氏
、
長
岡
光
弘
氏
、
芳

野
政
明
氏
及
び
吉
村
潔
氏
に
よ
る
「
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
は
松
前
町
議
会
及
び

砥
部
町
議
会
の
広
報
編
集
委
員
ら
12
人
が

参
加
し
た
。

　

研
修
日
程
は
次
の
と
お
り
。
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“
水
”一
滴
の
価
値

　

7
月
22
日
は
、土
用
丑
の
日
で
あ
る
。日

本
人
に
と
っ
て
土
用
丑
の
日
と
く
れ
ば

“
う
な
ぎ
”
で
あ
る
。今
や
「
う
な
重
」
は
、

全
て
「
極
上
」
で
あ
っ
て
、「
並
み
」
の
文

字
が
不
必
要
な
高
級
食
べ
物
と
な
っ
た
。

因
み
に
う
な
ぎ
の
稚
魚
の
水
揚
げ
は
年
々

減
っ
て
お
り
、
今
年
は
激
減
と
あ
る
。

　

5
分
狩
り
頭
の
額
に
、
汗
止
め
の
ね
じ

り
タ
オ
ル
を
キ
ュ
ッ
と
締
め
た
大
将
が
、

玉
の
よ
う
な
汗
を
流
し
な
が
ら
赤
い
大
き

な
団
扇
を
バ
タ
バ
タ
あ
お
ぎ
、
旨
そ
う
な

匂
い
を
漂
わ
せ
る
風
情
は
、
ま
さ
し
く
日

本
の
夏
そ
の
も
の
…
。
こ
の
風
物
も
近
々

消
え
そ
う
で
あ
る
。

　

今
年
の
2
月
、
日
本
う
な
ぎ

4

4

4

4

4

は
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
5
年
後

に
は
、「
日
本
う
な
ぎ
」は
、
ゼ
ロ
に
な
る

と
云
わ
れ
る
。
海
外
か
ら
の
う
な
ぎ
輸
入

も
、
う
な
ぎ
自
体
が
激
減
し
、
量
的
に
確

保
が
難
し
い
。
先
年
う
な
ぎ
の
稚
魚
、
誕

生
地
を
南
方
海
域
と
発
見
し
た
が
、
完
全

養
殖
に
は
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。
こ
ん
に
ゃ

く
に
よ
る
蒲
焼
な
ど
代
打
も
本
物
に
到
底

及
ば
な
い
所
詮
贋
作
に
尽
き
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
輸
入
の「
ビ
カ
ー
ラ
う
な
ぎ
」

も
日
本
う
な
ぎ
の
救
世
主
に
は
な
ら
な
い

ら
し
い
。

　

ま
た
、
今
年
、
琵
琶
湖
で
は
天
然
の
鮎

が
激
減
し
て
お
り
、
他
方
で
も
同
様
に

減
っ
て
い
る
と
の
こ
と
、
い
ず
れ
も
気
候

が
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
…
。

　

食
通
で
な
い
者
に
あ
っ
て
も
、
夏
真
っ

盛
り
に
は
必
ず
口
に
す
る
か
、
し
た
い
日

本
う
な
ぎ
で
あ
る
。
日
本
食
独
自
の
食
材

の
激
減
や
消
滅
情
報
は
、
寂
し
い
限
り
で

あ
る
。
今
日
、
奥
深
い
日
本
食
の
良
さ
を
世

界
の
人
々
が
見
直
し
、
注
目
し
つ
つ
あ
る

時
代
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
素
材
を
壊
さ

ず
本
来
の
味
を
活
か
し
た
日
本
食
の
幅
は
、

少
し
で
も
狭
め
た
く
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
7
月
の
異
常
気
象
は
、
観
測
史

上
の
記
録
1
時
間
1
3
8
ミ
リ
『
経
験
し

た
事
の
な
い
大
雨
』（
気
象
庁
）
や
各
地
の

記
録
破
り
の
連
日
猛
暑
で
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
ダ
ム
湖
周
辺
の
少
雨
、
方
や
都
市

部
で
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
。
地
方
の
局
地
的
超

豪
雨
・
大
洪
水
に
よ
る
住
宅
・
水
田
・
畑

へ
の
冠
水
。

　

今
、気
象
の
極
端
な
振
る
舞
い
は
、日
々

の
生
活
を
瞬
く
間
に
壊
し
、
夏
野
菜
の
収

穫
に
も
大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
開
か
れ
て
い
る
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
に
7
月
24

日
、
日
本
も
合
流
し
た
。
農
業
の
重
要
5
品

目
を
完
全
撤
廃
の
対
象
外
と
す
る
主
張
。

国
内
農
業
を
守
る
交
渉
で
あ
る
。

　

兎
に
も
角
に
も
農
業
を
主
役
と
し
た
地

方
へ
の
留
意
。
さ
ら
に
“
農
産
物
の
輸
入

は
、
地
球
規
模
の
異
常
気
象
を
念
頭
に
”、

“
安
定
し
た
食
糧
の
確
保
と
食
質
の
安
全
”

は
生
命
に
関
わ
る
。
関
係
者
は
一
丸
と

な
っ
て
努
力
で
な
く
目
的
完
遂
に
向
け
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

最
終
的
に
は
、
砂
漠
の
金
銀
財
に
有
ら

ず
、
水
一
滴
の
価
値
を
得
る
よ
う
な
交
渉

の
成
果
を
強
く
望
む
。

�

　
（
Ｔ
）

　
「
人
々
が
懸
命
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

　
　
　

益
々
彼
ら
は
腰
を
低
く
し
て
、

　
　
　
　
　

他
人
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
」

　
（
ロ
ジ
ャ
ー
・
ベ
ー
コ
ン　

英
国
の
哲
学
者
）

一

筆

7
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
町
村
議
会
の
制
度
・
運
営
に
関

す
る
検
討
委
員
会

▽
2
日
＝
全
国
市
町
村
振
興
協
会
事
務
局

長
会
議
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡

調
整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議

会
幹
事
会
、
北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛

県
民
会
議
平
成
25
年
度
定
期
総
会

▽
3
日
＝
平
成
25
年
度
第
1
回
町
議
会
議

員
研
修
会

▽
4
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
、
愛
媛
県

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
理
事
会
、
全
国
市
町

村
交
通
災
害
共
済
組
合
職
員
研
修
会

▽
5
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会

▽
9
日
＝
第
68
回
町
村
議
会
事
務
局
職
員

研
修
会
（
10
日
ま
で
）

▽
10
日
＝
中
国
・
四
国
地
区
退
職
手
当
組

合
事
務
連
絡
会
議
、
第
17
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
愛
媛
県
準
備
委
員
会

第
2
回
会
議

▽
16
日
＝
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会

長
・
事
務
局
長
会
議
、
西
日
本
地
区
町

村
議
会
議
長
会
協
議
会

▽
17
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総

会
ほ
か
関
連
会
議
、
町
村
議
会
制
度
・

運
営
に
関
す
る
検
討
委
員
会
、
中
央
教

育
審
議
会
教
育
制
度
分
科
会（
第
2
回
）

▽
18
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
、第
52
回
交
通
安
全
県
民
大
会
、

平
成
25
年
度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

▽
19
日
＝
砥
部
町
議
会
議
員
研
修
会
、
平

成
25
年
度
農
山
村
活
性
化
研
修
会

▽
22
日
＝
平
成
25
年
度
市
町
職
員
外
国
語

研
修
会
（
23
日
ま
で
）

▽
23
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分

科
会

▽
24
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
長
・
事
務
局

長
会
議
、
平
成
25
年
度
愛
媛
大
学
社
会

連
携
推
進
機
構
研
究
協
力
会
総
会

▽
25
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、（
一

般
）
全
国
自
治
協
会
理
事
会
、
全
国
町

村
職
員
生
活
協
同
組
合
理
事
会
、
全
国

町
村
会
理
事
会
、
都
道
府
県
町
村
会
会

長
会
、
全
国
生
協
総
代
会
、
内
外
情
勢

調
査
会
松
山
支
部
懇
談
会

▽
26
日
＝
平
成
25
年
度
県
と
市
町
の
産
業

保
健
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会

▽
28
日
＝
第
19
回
全
国
「
か
ま
ぼ
こ
板
の

絵
」
展
覧
会
表
彰
式

▽
29
日
＝
第
78
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
30
日
ま
で
）、
平
成
25
年
度
町（
市
）法

制
執
務
研
修
会
、
愛
媛
県
農
業
会
議
定

例
常
任
会
議
員
会
議

▽
31
日
＝
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
第
7
回
合
同

会
議

編
集
後
記

　

田
園
地
帯
に
清
々
し
い
青
田
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
お
盆
過
ぎ

か
ら
稲
刈
り
が
始
ま
る
よ
う
で
す
ね
。
農

は
国
の
も
と
い
。
実
り
多
い
収
穫
と
な
り

ま
す
よ
う
に
。

◇

　

僕
は
ご
飯
が
大
好
き
で
す
。
そ
れ
も
や

わ
ら
か
め
が
。
で
も
、
細
君
は
硬
め
好
き
。

好
み
だ
け
は
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
の
で

困
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
僕
の
密
か
な
作

戦
。
前
の
晩
に
仕
か
け
た
ジ
ャ
ー
に
カ
ッ

プ
半
分
程
度
の
水
を
足
し
て
や
る
ん
で
す
、

そ
っ
と
。
毎
回
や
る
と
バ
レ
る
の
で
、
と

き
ど
き
し
か
や
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
美
味

し
い
ご
飯
に
あ
り
つ
け
る
、
シ
メ
シ
メ
。

◇

　

う
ん
ざ
り
す
る
よ
う
な
猛
暑
が
続
い
て

い
ま
す
。
お
か
げ
で
食
欲
が
わ
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
ら
仕
方
が
な
い
。
今
夜
は
嫌
い
な

お
酒
で
暑
気
払
い
と
い
く
か
。
お
酒
は
心

の
ご
飯
で
す
。


